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図表 1－1 偽物製品購買経験者正規製品購買意図モデル 

図表 1－2 モデル適合度  

図表 1－3 係数推定値と t 値 

図表 2－1  オタクの定義 

図表 2－2 合理的行為理論 

図表 2－3 本論で想定する採用者カテゴリーの定義  

図表 2－4 ホビー製品購買意図決定モデル 

図表 2－5 各採用者カテゴリーのモデルにおける仮説の符号 

図表 2－6 モデルの全体的評価（1）：「オタク」 

図表 2－7 モデルの回帰係数推定値と部分的評価（1）：「オタク」 

図表 2－8 モデルの全体的評価（2）：「マニア」 

図表 2－9 モデルの回帰係数推定値と部分的評価（2）：「マニア」 

図表 2－10 モデルの全体的評価（3）：「ファン」 

図表 2－11 モデルの回帰係数推定値と部分的評価（3）：「ファン」 

図表 2－12 モデルの全体的評価（4）：「ちょいオタ」 

図表 2－13 モデルの回帰係数推定値と部分的評価（4）：「ちょいオタ」 

図表 2－14 モデルの回帰係数推定値まとめ 

図表 2－15 採用者カテゴリー間に観察される社会的相互作用 

図表 3－1 Liberman and Trope（1998）による高次解釈および低次解釈の例 

図表 3－2 手段-目的連鎖モデル 

図表 3－3 技術受容モデル 

図表 3－4 合理的行為モデル 

図表 3－5 解釈レベル理論研究の２通りの解釈 

図表 3－6 従属変数と測定尺度 

図表 3－7 分散分析の結果（1）：「便益-属性型」解釈 

図表 3－8 広告態度・製品態度・購買意図の平均値（1）：「便益-属性型」解釈 

図表 3－9 広告態度（1）：「便益-属性型」解釈 

図表 3－10 製品態度（1）：「便益-属性型」解釈 

図表 3－11 購買意図（1）：「便益-属性型」解釈 

図表 3－12 分散分析の結果（2）：「基本属性-補完属性型」解釈 

図表 3－13 広告態度・製品態度・購買意図の平均値（2）：「基本属性-補完属性型」解釈 

図表 3－14 広告態度（2）：「基本属性-補完属性型」解釈 

図表 3－15 製品態度（2）：「基本属性-補完属性型」解釈 

図表 3－16 購買意図（2）：「基本属性-補完属性型」解釈 
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図表 3－17 分散分析の結果（3）：「独立属性-独立属性型」解釈 

図表 3－18 広告態度・製品態度・購買意図の平均値（3）：「独立属性-独立属性型」解釈 

図表 3－19 広告態度（3）：「独立属性-独立属性型」解釈 

図表 3－20 製品態度（3）：「独立属性-独立属性型」解釈 

図表 3－21 購買意図（3）：「独立属性-独立属性型」解釈 

Figure 4-a  Self-gifting Intention Model in Case of Success 

Figure 4-b  Self-gifting Intention Model in Case of Failure 

Table 4-a   Estimation Results in Case of Success 

Table 4-b   Estimation Results in Case of Failure 
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